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瀬戸内景

小林仲
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一
部 写 真 展 第 二 章

写真家小ホ仲一郎は大学在ヤ中に写真の世界へ入り 広 竹 エ ア

ィトリアルの抗杉をするかたわら、白らの写真表現を進い求め旅

を続けてきました。1991年、東京清岸の敵変するllt長を収録した

写真lt『Toryo Bay side』をli Tx。消岸の「「坊、合庄が取り残き

れ廃報になる光景、一方でE大 梅上物が党成へと向かう形状、両

者をアーティステイツクに切りlDtつたドキュメンタリーとアート

が融合した完成度の高い作品として十日されました。また 全 国

の廃収をモチーフに 打 ちていく美を個性的な色彩と椅機な対写

で多くの人をも rした廃暗シリーズなど、 1本 の景観を独自のテ

イストで犯え勢力的にii動しています。2008年秋、当出で開催し

た 昨 其渡第一=あ 人1977～1988Jは、■十歳イヽ前半から巡り

/jいた鳥や名もない即 海 逆に生きる人進をみすみすしい感性で

フィルムに収めた 小 赤の原点といえる木発表モノクローム写真

を疑ないたしました。そして今回、 降 真展第ニキ 局 涯 瀬 戸

内景Jは 、小朴がはじめて瀬戸内を訪れてから二十数年の歳月を

経て干訪の旅をに道からスタート。hA ttPl瑚な観光地や山結ある

手社仏円ヘレンズを向けるより、むしろ見迪ごしてしまいそうな

シーンを大りにおい上げています。それらの与東は、被写体とこ

面から対いし 的 碓に祉党表現している近年の作品とは一見超が

民なるように感じますが Ⅲ rHからあふれる印車的な光と鮮やか

な色彩が織り成す構成は 様 々な被写体との出会いで軒ってきた

感比がT44党されています。長い時間の経過で変わってしまった烏

の情京、遺い■に歩いた海逆の記憶。過去と現在が■なり/‐うこ

とにより生まれる新たな祉線で城りおろした、オリジナルカラー

作品100Xを匹小いたします。

小林付i  郎 s h t t c h r 。絶b。ン。s h

1956年末京i性 まれ。専修大学控済学部■栄。スタジオ 出 LIA社

を経て1988年伸スタジオライズを設立。1991年半太陽賞 1994年
コニカ写真奨肋■ 1997年末京国際写真ビエンナーレ キ ヤノン

賞、2007年講談社IH,14文化賞を受賞。1991年から日本のスクラッ

プ&ビ ルドをテーマにした作」1を発表。二な写真架に、変班する

■京湾岸 処 設途中の高速道路やダムの景fHを捉えた FToXF0

Bay SideJ ttAPAN NEW MAPJ 廃 強をモチーフにした r廃

批遊威』略 境漂流J「NO NIIAN S LAND F態 島J「亡骸醸]場J

『最終 J:場Jを!h版。写真展を〕催している。近年は 『シャネル

鎮雄ビルJr束 京ディズニーシー』『HA C H I N O H E  C I T Y Jな ど、

ビンポイントでビジュアル表現する投彰な預が続き、新しいクリ

エイテイブな11舛を広げている。
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r企画関連イベント】
口 作家によるギャラリートーク

日 時 :2011年3月19日的
4ヽ,00～15,00

参カロ費 :無料
(ただし取垣挙が,雲 rす )

● トークイベント ワ ークショブ 底 迫

をめぐるほ彰会開催予定 決 定次算 実

行寝ホームベーツてお知らせいたしま五

【予約問合せ】

なかた美術館
TEL i 0348-20-1218

広島県尾道市潮見町6番 11号

htpl〃 www nakat■ museum ip/
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【アクセス】
■新韓線[利用の場合 新 尼道駅より
お草 約 7分

中国六ス(桜主手軽由山曜本線尾遺駅行き)又 はおのみち′ヽス(□畠 土 生港行ど)約10分

とを来線(山畷本練)=利用の場合 尾 迫駅より
徒歩 れ ,5分  ち 車 約 3分

中国′ヽス(fti手経由の全便)又 はおのユち′`ス 十桜土手経由新軒線新尼道駅行さ)約5分

■残草喉勾台有リ

山陽自動車遺

UR山陽新幹編

豪原Ⅲ l↓      尾 道′ヤ パス

なかた工術提lilティ 尊
JR山 陽本線   11と 二方ぅ

しまなみ海


